






 

 去年は UCG、MIC を用いてデュシャンヌ型筋ジストロフィー症 25 例、肢帯型

6例、先天型 7例及び脊髄性進行性筋萎縮症 8例の計 46 例について心機能を比

較検討した。その結果 UCG による EDVI、ESVI、SI、CI は各疾患群間で有意の差

を認めなかったが、EDVI、SICI が Duchenne 型(D 型)重症例で低値を示した。今

回、D 型 PMD について、このデータを体表面積との関係において検討した。図

1.及び 2.は体表面積と CO、SV の関係を示したものであるが、体表面積の増加

に伴って、ふつう CO、SV は点線で示すように増加するのであるが、重症(×印)

の例ではいずれも増加がみられなかった。軽症(○印)や中等症(●印)では大体

体表面積の増加に伴って増加している。図 3.及び 4.では体表面積と ESV、EDV

の関係をみている。 


